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倫理委員会承認日以降～2025年3月31日の聞に

当科整形外科外来において治療を受けられた方ヘ

「日本小児整形外科学会疾患登録（JPOAレジストリ ー）」

へのご協力のお願い－

本研究の内容は、 研究に参加される方の権利を守るため、 研究を実施することの適否について川崎医科大

学・同附属病院倫理委員会にて審査され、 既に審議を受け、 承認 を得ています。 また、 学長と病院長の許可

を得ています。

研究責任者 川崎医科大学骨・関節整形外科学 講師 古市外［郎

研究分担者 川崎医科大学骨・関節整形外科学 教授 三谷 茂

川崎医科大学骨・関節整形外科学 准教授 遠藤裕介

1 . 研究の概要

小児整形外科関連疾患に関するデー タ収集とその解析から、各疾患の原因究明、最良の治療法の開発などによ

り、 小児の健康・福祉の向上に貢献することを目的としています。 小児整形外科が扱う運動器疾患は、特に将

来の生活に対してADLなどを大きく下げてしまう原因となっています。その治療である手術はいまだ少なく、

全国規模の全容を捉えられるデー タベースがまだありません。全国の整形外科で情報を共有できるシステムを

作り上げることは、有効な治療法や手術の安全性を科学的に確立するために大変有用です。日本小児整形外科

学会が作りあげるこの大規模デー タベースに参加・協力し、より良い治療を探っていくことを目的としていま

す。

2. 研究の方法

1)研究対象者

倫理委員会承認日以降～2025年3月31日の間に川崎医科大学附属病院整形外科において治療を受けら

れた方1000名を研究対象とします。

2）研究期間

倫理委員会承認日～2025年9月4日

3）研究方法

倫理委員会承認日以降～2025年3月31日の間に川崎医科大学的属病院整形外科において治療を受けら

れた方で、 研究者が診療情報をもとに診療録、 X線やCTなどの画像デー タを選び、 小児整形外科の運動

器疾患に関する分析を行い、希少疾患を含めて先天性股関節脱臼、大腿骨頭すべり症など
、

の小児に発生す

る疾患の出現頻度やその治療方法などについて調べて集計を行います。

4）使用する情報の種類
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情報：年齢、 性別、 生年丹、 発症時の在住都道府県、 診断年月 、 疾患名、 家族歴、 病歴、 治療歴、 発生

状況等を診療録から調査を行います。

5）外部への情報の提供

この研究に使用する情報は、 以下の研究機関に提供させていただきます。提供の際、 氏名、 生年月日な

どのあなたを直ちに特定できる情報は削除し、 提供させていただきます。

大阪市立総合医療センター 小児整形外科 北野利夫

6）情報の保存及び二次利用

この研究に使用した情報は、 研究終了日から5年間、 川崎医科大学骨・間接整形外科学内で保存させて

いただきます。電子情報の場合はパスワ ー ド等で制御されたコンビュ ーターに保存し、その他の情報は施

錠可能な保管庫に保存します。なお、 保存した情報を用いて新たな研究を行う際は、倫理委員会にて承認

を得ます。

7）研究計画書および個人情報の開示

あなたのご希望があれば、 個人情報の保護や研究の独創性の確保に支障がない範囲内で、 この研究計画

の資料等を閲覧または入手することができますので、 お申し出ください。

また、 この研究における個人情報の開示は、 あなたが希望される場合にのみ行います。あなたの同意に

より、 ご家族等（父母（親権者）、 配偶者、 成人の子又は兄弟姉妹等、 後見人、 保佐人）を交えてお知ら

せすることもできます。内容についておわかりになりにくい点がありましたら、遠慮なく担当者にお尋ね

ください。

この研究は氏名、 生年月日などのあなたを直ちに特定できるデータをわからない形にして、学会や論文

で発表しますので、 ご了解ください。

この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。また、 あなたの情報が研究

に使用されることについて、あなたもしくは代理人の方にご了 承いただけない場合には研究対象としませ

んので、 (2025年6 月 30日までの開に）下記の連絡先までお申し出ください。

本研究に登録いただいた際にお渡ししております『同意撤図書』にご記入頂き、 以下の連絡先までお送

り頂くことで、 同意撤回が可能です。この場合も診療など病院サー ビスにおいて患者さんに不利益が生じ

ることはありません。

＜問い合わせ ・ 連絡先＞

川崎医科大学附属病院 整形外科

干70ト0192 岡山県倉敷市松島57 7

氏名：古市 州郎

電話：086-462-1111 内線44534 （平日：8時30分～1 7時00分）

ファックス：086-462-1184

E-mai 1 : shuf l@med. kawasaki-m. ac. j p
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＜研究組織＞

研究代表機関名 大阪市立総合医療センタ ー 小児整形外科

研究代表責任者 大阪市立総合医療センタ ー 小児整形外科 北野利夫

共同研究機関

北野利夫 大阪市立総合医療センタ ー 小児整形外科

一戸貞文 北上済生会病院 院長

稲葉裕 横浜市立大学医学部 整形外科教授

大谷卓也 慈恵医科大学医学部 整形外科教授

尾崎敏文 岡山大学医学部 整形外科教授

金子浩史 あいち小児保健医療総合センタ ー 整形外科医長

北野 利夫 大阪市立総合医療センタ ー 小児整形外科部長

小林大介 兵庫県立こども病院 整形外科部長

小林直実

西須孝

服部義

樋口周久

星野裕信

村上玲子

和田晃房

横浜市立大学附属市民総合医療センタ ー 整形外科准教授

千葉県こども病院 整形外科部長

あいち小児保健医療総合センタ ー センタ ー長

大阪母子医療センタ ー 整形外科部長

浜松医科大学医学部 整形外科准教授

新潟大学医歯学総合病院リハビリテー ション科 助教

佐賀整肢学園こども発達医療センタ ー 整形外科科長

学会事務局

〒113-0033 東京都文京区本郷 2-40-8 TH ビル 2 階

一般社団法人 日本小児整形外科学会

TEL 03-5803-7071 FAX 03-5803圃7072

3. 資金と利益相反

本研究は日本小児整形外科学会の資金にて実施されます。本学においては、資金の受入及び使用はあ

りません。研究をするために必要な資金をスポンサー （製薬会社等）から提供してもらうことにより、

その結果の判断に利害が発生し、 結果の判断にひずみが起こりかねない状態を利益相反状態といいま

す。 本研究に関する利益相反の有無および内容について、 川崎医科大学利益相反委員会に申告し、 適

正に管理されています。




